
富士山を守り未来につなぐ

富士山SDGs
エス ディー ジー  ズ

コミュニケーション手段を増やす

 手　話

オブリック株式会社

　廃材など、捨てる予定のものに手を
加えて新たな活用方法を見い出すとと
もに、その周知啓発を通して、限られた
資源について考える機会をつくる

　富士宮市のSDGsへの取り組みを市公式ウェブ
サイトで紹介しています。

企画戦略課　☎22-1113　　■問

障がい療育支援課　☎22-1145■問

　 　　

　　

　過去に掲載した手話を動画で紹介しています。
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　富士宮市に住む私たちが、これからもずっと
このまちで住み続けるためにみんなで取り組む
目標です。
　できることから一つずつ、一人ひとりが意識
して行動しましょう。

　市内事業者や団体、学校、企業、そして家庭内
など、さまざまな場所でSDGｓが広がっています。
　SDGsに貢献する優れた活動をしている事業者や団体、学校、自治
会などを表彰する「富士山SDGsアワード」で表彰された取り組みを紹
介します。

　

右手を頭に乗せ、上にあげる（背が高い）
　

右手を頭に乗せ、下に下げる（背が低い）
　　

人差し指を立てた右手で胸をさす（私）

　　
小指を立てた右手を上にあげる（姉）

姉は背が高いけど　私は背が低い

　広く知られるようになったSDGsが、若い人の行動に
つながりにくいとの現状に課題を感じ、中高生を対象
に「アップサイクルコンテスト」を開催しました。
　コンテストには、木の廃材を使ったおもちゃやリメイ
クしたTシャツなど、さまざまな作品が集まり、若い人
が当事者意識を持って行動に移すことや、企業が取り
組むSDGsへの関心を高めるきっかけとなりました。

中高生にもアップサイクルを

一人ひとりが少し工夫するだけで、誰かの優し
い暮らしにつながります。できることから一つ
ずつ、暮らしのなかに取り入れてみませんか。
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